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医
療
研
究
全
国
集
会
オ
ン
ラ

イ
ン
集
会
は
、
第
52
回
医
療
研

究
全
国
集
会
組
織
委
員
会
委
員

長
の
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま

し
た
。

佐
々
木
委
員
長
は
、
骨
太
の

方
針
2
0
2
5
に
触
れ
、
「
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
を
進
め
る

と
記
載
さ
れ
た
が
、
与
党
は
、

医
療
費
4
兆
円
削
減
の
合
意
も

結
ん
で
お
り
、
報
酬
単
価
を
引

上
げ
つ
つ
も
、
総
額
抑
制
の
考

え
方
が
透
け
て
み
え
る
方
針

だ
。
総
額
抑
制
の
考
え
方
は
、

病
床
削
減
に
も
つ
な
が
り
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
で

は
な
い
。
い
の
ち
・
く
ら
し
・

生
業
を
守
る
社
会
の
実
現
が
必

要
だ
」
と
述
べ
、
「
二
日
間
で

取
り
組
み
の
経
験
交
流
を
行

い
、
地
域
職
場
に
広
げ
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

記
念
講
演

Ｄ
Ｘ
と
医
療
労
働

記
念
講
演
は
名
古
屋
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
の
稲
葉
一
将

教
授
が
行
い
ま
し
た
。

稲
葉
さ
ん
は
、
は
じ
め
に
Ｄ

Ｘ
と
医
療
労
働
に
つ
い
て
、
医

療
労
働
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
本

来
、
モ
デ
ル
を
示
し
て
各
地
域

に
展
開
す
る
よ
う
な
形
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
あ
っ

た
開
発
・
利
用
を
目
指
す
べ
き

だ
と
し
ま
し
た
。

医
療
Ｄ
Ｘ
は
総
理
大
臣
が
本

部
長
の
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
分
散
管
理

さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
連
携
さ

せ
、
疾
病
の
「
予
防
」
の
名
の

も
と
に
デ
ー
タ
の
利
活
用
も
狙

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
ま

た
デ
ジ
タ
ル
化
を
論
ず
る
な
ら

ま
ず
個
人
情
報
保
護
が
大
事
に

な
る
が
、
日
本
は
そ
う
い
う
発

想
で
は
な
い
と
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
で
信
頼
関
係
を

守
れ
る
の
か

次
に
、
個
人
の
尊
厳
に
関
す

る
法
律
上
の
位
置
づ
け
に
触
れ

な
が
ら
、
医
療
労
働
は
、
医
療

従
事
者
と
患
者
の
信
頼
関
係
が

大
切
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
万
能
主

義
に
陥
る
と
不
信
感
が
う
ま
れ

る
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

最
後
に
マ
イ
ナ
保
険
証
が
強

行
に
進
め
ら
れ
た
流
れ
に
触
れ

て
、
「
個
人
番
号
」
の
利
用
拡

大
は
、
「
情
報
資
源
」
の
活
用

の
み
な
ら
ず
、
人
を
人
的
「
資

源
」
視
さ
れ
る
こ
と
に
も
繋
が

る
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

講
演
後
は
、
「
医
療
・
介
護

の
デ
ジ
タ
ル
化
で
い
か
な
る
変

化
が
生
じ
、
何
が
問
題
か
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

行
い
ま
し
た
。
（
別
掲
）

基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、

森
田
進
中
央
副
執
行
委
員
長
が

閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
一
日

目
を
終
了
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
６
月
２８
日
〜
２９
日
、
第
５２
回
医
療
研
究
全
国
集
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
１

日
目
は
、
記
念
講
演
と
基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
、
２
日
目
は
各
分

科
会
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
佛
教
大
学

社
会
福
祉
学
部
の
長
友
薫
輝
准
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
事
務
局
主
幹
の
曽

根
貴
子
さ
ん
と
弁
護
士
の
小
島
延
夫

さ
ん
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

長
友
准
教
授
の
発
言
で
は
、
医
療

・
介
護
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ

る
中
で
、
医
療
・
介
護
の
市
場
化
、

産
業
化
も
狙
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
よ
く
見

か
け
る
画
面
を
例
に
、
医
療
法
等
改

正
案
で
、
実
際
に
医
療
・
介
護
関
係

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
仮
名
化
情
報
の
利

活
用
が
提
案
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
と
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題

点
と
こ
れ
か
ら

曽
根
さ
ん
の
発
言
で
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
反
対
の
運
動
の
成
果
や
保
団

連
が
行
っ
た
調
査
結
果
を
と
り
あ
げ

な
が
ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
、
患
者

・
医
療
機
関
等
で
ど
の
よ
う
な
問
題

を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
か
を
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

の
目
的
と
し
て
、
個
人
の
医
療
情
報

の
取
得
と
そ
の
利
活
用
や
、
社
会
保

障
予
算
の
削
減
が
狙
わ
れ
て
い
る
と

し
ま
し
た
。
最
後
に
資
格
確
認
書
の

全
員
交
付
な
ど
、
保
険
証
存
続
を
あ

き
ら
め
ず
に
運
動
を
続
け
て
い
こ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

脆
弱
な
個
人
情
報
保
護
法
制

小
島
さ
ん
の
発
言
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

Ｒ（
Ｅ
Ｕ
の
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）

と
比
較
し
て
、
日
本
の
個
人
情
報
保

護
の
問
題
点
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
で
は
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
厳
格
な
規
制

が
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
は
Ｉ
Ｐ

ア
ド
レ
ス
や
ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｅ
、
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
の
識
別
子
に
つ
い
て
も
、

個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
規
制
が

ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
時
の
同
意
確
認
プ
ロ
セ
ス

に
も
問
題
が
あ
り
、
危
う
い
状
況
に

あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

2
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
後
、

講
演
を
行
っ
た
稲
葉
教
授
も
交
え
て

質
疑
応
答
を
通
し
た
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

※
医
療
研
究
全
国
集
会
の
様
子
は

月
刊
「
医
療
労
働
」
8
・
9
月
号
に

も
掲
載
予
定
で
す
。

次
回
第
53
回
医
療
研
究
全

国
集
会
は
、
2
0
2
6
年
6

月
27
〜
28
日
に
茨
城
県
水
戸

市
で
の
開
催
で
す
。
茨
城
に

と
っ
て
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
す
。

全
国
で
医
療
や
介
護
の
体

制
が
危
う
さ
を
増
し
、
さ
ら

に
人
口
減
少
を
先
取
り
し
た

医
療
縮
小
の
政
策
は
、
医
療

・
介
護
従
事
者
と
し
て
も
地

域
住
民
と
し
て
受
け
入
れ
が

た
い
こ
と
で
す
。
現
代
的
で

望
ま
れ
る
医
療
・
介
護
の
水

準
は
患
者
・
利
用
者
・
住
民

で
決
め
る
も
の
、
運
動
の
原

点
に
立
ち
返
る
気
持
ち
で

す
。さ

て
、
茨
城
と
い
え
ば
都

道
府
県
の「
魅
力
度
等
調
査
」

�
最
下
位
�
（
2
0
2
4
年

は
45
位
）
、
医
師
不
足
も
い

つ
も�
最
下
位
�レ
ベ
ル
…
。

で
も
、
干
し
芋
、
納
豆
、
6

月
は
メ
ロ
ン
、
ス
タ
ミ
ナ
ラ

ー
メ
ン
、
野
菜
、
果
物
、
お

米
、
肉
・
魚
介
な
ど
美
味
し

い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。
ネ
モ

フ
ィ
ラ
、
コ
キ
ア
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
で
世
界
的
に
有
名
な

「
ひ
た
ち
な
か
海
浜
公
園
」

も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
茨
城
に
来
て「
魅
力
」

を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

職
場
討
議
が
進

ま
な
い
、
そ
ん
な

悩
み
が
各
地
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
▼

全
国
で
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
が
増
え

て
い
る
。
私
の
単

組
も
同
様
だ
が
、
「
仕
事
で
注
意

さ
れ
た
」「
異
動
を
打
診
さ
れ
た
」

な
ど
、
適
正
な
範
疇
の
指
導
・
業

務
命
令
や
、
上
司
・
部
下
に
関
わ

ら
ず
互
い
へ
の
愚
痴
・
不
満
ま
で

パ
ワ
ハ
ラ
と
し
て
持
ち
込
ま
れ

る
。
意
に
添
わ
な
い
こ
と
＝
パ
ワ

ハ
ラ
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る

が
、
心
が
す
り
減
る
毎
日
だ
▼
管

理
者
の
力
量
は
も
と
よ
り
、
ス
タ

ッ
フ
各
々
の
経
験
年
数
や
自
己
主

張
の
強
弱
な
ど
、
職
場
は
心
が
絡

み
合
う
集
団
で
あ
る
。
好
き
嫌
い

で
は
仕
事
に
な
ら
な
い
が
、
当
然

相
性
の
良
く
な
い
人
も
い
る
。
賃

金
も
職
員
も
少
な
く
、
話
し
合
う

時
間
も
関
係
性
も
希
薄
な
環
境

が
、
心
の
棘
を
誰
か
に
向
か
わ
せ

る
▼
診
療
報
酬
引
き
下
げ
や
人
件

費
抑
制
が
労
働
者
の
心
身
を
疲
弊

さ
せ
た
結
果
、
い
び
つ
な
職
場
環

境
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
労
働
組

合
は
そ
の
状
況
に
向
き
合
え
て
い

る
の
か
▼
私
た
ち
は
、
職
場
討
議

を
通
じ
て
や
り
た
い
医
療
や
介

護
、
あ
る
べ
き
賃
金
・
働
き
方
を

話
し
合
っ
て
き
た
。
議
論
の
過
程

で
仲
間
の
状
況
や
気
持
ち
を
互
い

に
理
解
し
あ
い
、
意
見
の
違
う
相

手
を
尊
重
す
る
努
力
を
重
ね
て
き

た
。
そ
の
営
み
は
労
働
環
境
の
改

善
や
強
く
大
き
な
組
合
づ
く
り
、

そ
し
て
貧
困
と
格
差
、
差
別
や
排

外
主
義
を
押
し
返
す
力
に
繋
が
っ

て
い
く
。
い
ま
、
職
場
で
そ
ん
な

議
論
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
▼

時
間
の
確
保
は
困
難
だ
が
、
改
め

て
職
場
討
議
に
注
力
す
る
局
面
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

茨
城
県
医
労
連

大
山
和
子
執
行
委
員
長

茨城に来たらよかっぺ！いがっぺ！待ってっから！
地味だけど豊かな茨城にぜひお越しください

第５２回医療研究全国集会オンライン集会
のデジタル化がもたらすもののデジタル化がもたらすもののデジタル化がもたらすもの

狙われるデータ利活用狙われるデータ利活用
基調フォーラムで考える基調フォーラムで考える

基調フォーラムの様子

長友准教授の資料より

医療
介護
医療
介護

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間1，500円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）1123296

郵便振替00160-6-84866
ホームページ http ://www. irouren.or. jp/
電子メール n-ask@irouren.or. jp 医療・介護・福祉労働者の生活と権利、国民の命と健康を守る

第１８５４号 2025年7月10日

編集・発行

日本医療労働組合連合会
〒110-0013 東京都台東区入谷1-9-5
日本医療労働会館3階 TEL03（3875）5871
発行 毎月２・４木曜日

（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可



（2）第1854号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2025年7月10日

「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署

名
」の
自
治
体
意
見
書
採
択
は
、

一
部
採
択
・
趣
旨
採
択
も
含
め

る
と
4
県
議
会
1
3
7
市
町
村

議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
現
場
の
人
員
不

足
や
、長
時
間
・
過
密
労
働
の
実

態
は
周
知
さ
れ
、
国
会
や
様
々

な
政
党
の
中
で
も
改
善
を
訴
え

る
声
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
署

名
の
紹
介
・
賛
同
議
員
は
1
3

8
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
国

会
で
は
審
査
未
了
不
採
択
で
し

た
。「看

護
師
確
保
法
」の
制
定
、

「
5
局
長
通
知
」「
6
局
長
通
知
」

「
介
護
報
酬
の
臨
時
プ
ラ
ス
改

定
」な
ど
の
背
景
に
は
、日
本
医

労
連
の
署
名
運
動
が
あ
り
ま

す
。
第
75
回
日
本
医
労
連
定
期

大
会
を
控
え
て
24
年
度
の
運
動

を
振
り
返
り
、
改
め
て
署
名
の

持
つ
力
、
署
名
の
意
義
な
ど
を

振
り
返
り
、
組
合
内
で
も
学
習

を
深
め
て
、
署
名
運
動
を
盛
り

返
す
必
要
性
が
話
し
合
わ
れ
て

い
ま
す
。

６月２５日、自治体病院部会は総務省要請
を行い、自治体病院で働く職員の労働条
件改善や地域医療を守るため、財政措置
を強めるよう要望しました。

要
請
で
は
事
前
に
文
面
で
回
答

が
あ
っ
た
も
の
の
、
「
弊
省
と
し

て
は
対
応
不
可
で
す
」
と
責
任
を

回
避
す
る
回
答
が
主
で
し
た
。
当

日
の
口
頭
回
答
で
総
務
省
担
当
者

は
、
「
公
立
病
院
関
係
者
か
ら
も

実
態
を
聞
い
て
い
て
、
物
価
高
と

人
件
費
の
増
加
か
ら
、
報
酬
そ
の

も
の
が
足
り
な
い
、
経
営
状
況
が

厳
し
い
と
い
う
認
識
は
あ
る
」
と

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
令
和
7
年

度
に
は
、
公
的
病
院
の
資
金
繰
り

を
支
援
す
る
た
め
に
地
方
債
措
置

を
創
設
し
て
い
る
こ
と
、
不
採
算

地
区
病
院
で
の
医
療
提
供
確
保
の

た
め
特
別
交
付
税
措
置
の
基
準
額

を
30
％
引
き
上
げ
て
い
る
と
し
、

今
後
も
持
続
可
能
な
地
域
医
療
体

制
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
い
く
、
と
回
答
し
ま
し

た
。回

答
を
受
け
て
、
参
加
し
た
部

会
委
員
ら
が
現
場
実
態
を
告
発
。

「
縮
小
や
閉
院
、
人
手
不
足
で
も

手
術
・
検
査
件
数
は
増
や
す
、
と

今
ま
で
に
な
い
事
態
。
自
治
体
病

院
で
働
く
職
員
の
労
働
条
件
は
全

国
的
に
悪
化
し
て
い
る
」
「
自
身

の
病
院
で
は
病
床
閉
鎖
が
2
カ
月

前
に
急
に
決
ま
り
、
今
月
か
ら
急

な
対
応
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」「
年

度
当
初
か
ら
人
員
が
足
り
な
い
ま

ま
新
人
教
育
を
し
な
が
ら
現
場
を

回
し
て
お
り
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が

多
発
し
て
い
る
」
な
ど
、
深
刻
な

訴
え
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
自
治
体
病
院
が
そ
の
地
域
の
持

続
可
能
性
の
担
保
と
な
る
」と
し
、

改
め
て
財
政
措
置
の
強
化
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
自
治
体
病
院
部
会
責

任
者
の
渡
辺
勇
仁
中
央
副
執
行
委

員
長
は
「
自
治
体
病
院
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
。
赤
字

の
責
任
は
人
件
費
だ
、
な
ど
と
言

っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
交
付

税
の
仕
組
み
や
、
経
営
を
担
う
事

務
方
の
責
任
の
問
題
な
ど
、
関
係

省
庁
と
連
携
を
強
め
見
直
し
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
」

と
ま
と
め
、
要
請
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

全
医
労
が
取
り
組
ん
だ
「
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め
る
国
会
請
願

署
名
」が
、衆
参
両
院
で
全
会
一
致
で
請
願
採
択
さ
れ
ま
し
た
。全
医
労
は
、

衆
参
厚
労
委
員
会
に
て
審
議
さ
れ
る
よ
う
、
与
野
党
幅
広
く
厚
労
委
員
を

重
点
に
国
会
議
員
要
請
行
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
実
効
あ
る
措
置
が

取
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
運
動
の
強
化
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
院
給
食
対
策
委
員
会
は
、
6

月
26
日
に
厚
労
省
に
対
し
て
、
入

院
時
食
事
療
養
費
の
問
題
や
職
場

環
境
・
人
員
不
足
・
賃
金
改
善
等

を
求
め
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

入
院
時
食
事
療
養
費
は
、
こ
の

2
年
で
自
己
負
担
額
が
50
円
増
え

ま
し
た
。
厚
労
省
は
「
食
材
費
高

騰
に
対
し
て
、
自
己
負
担
の
引
き

上
げ
で
対
応
し
た
。
財
政
が
厳
し

い
」
と
回
答
。
以
前
よ
り
対
策
委

員
会
は
自
己
負
担
廃
止
を
求
め
て

お
り
、
回
答
に
対
し
て
「
自
己
負

担
だ
け
増
や
す
こ
と
は
納
得
が
で

き
な
い
」
と
非
難
し
ま
し
た
。

病
院
給
食
に
お
い
て
委
託
が
増

え
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
厚
労
省

は
、
「
人
件
費
の
高
騰
な
ど
も
あ

り
委
託
業
者
が
撤
退
し
て
い
る
こ

と
が
調
査
で
分
か
っ
て
い
る
」
と

報
告
。
「
次
期
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
議
論
を
し
て
い
く
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

続
い
て
人
員
配
置
基
準
に
つ
い

て
は
、
「
栄
養
管
理
に
関
す
る
評

価
は
充
実
し
、
加
算
が
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
。
し

か
し
参
加
者
は
「
栄
養
士
の
配
置

基
準
は
実
態
と
し
て
無
理
が
あ

る
」
「
調
理
師
の
配
置
基
準
が
な

い
、
人
員
不
足
で
業
務
量
も
増
え

て
い
る
」
と
訴
え
、
こ
の
ま
ま
で

は
責
任
を
持
っ
た
治
療
食
が
出
せ

な
く
な
る
と
し
、
現
状
に
合
わ
せ

た
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
賃
金
に
つ
い
て
厚
労
省

は
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
を
含
め

た
対
応
し
た
い
と
す
る
姿
勢
で
し

た
が
、
参
加
者
は
期
中
改
定
ま
た

は
補
正
予
算
で
の
対
応
を
強
く
求

め
ま
し
た
。
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北海道1
北海道2
北海道3
北海道5
北海道9
北海道10
北海道11
青森3
岩手3
秋田2
秋田3
宮城1
宮城2
宮城3
福島3
茨城6
栃木2
埼玉7
埼玉12
埼玉13
千葉6
神奈川4
神奈川7
神奈川9
神奈川12
新潟2
新潟3
新潟4
新潟5
長野1
長野2
長野3
東京1
東京9
東京19
東京21
東京28
岐阜4
静岡4
愛知5
愛知10
愛知13
滋賀1
京都6
兵庫1
和歌山1
岡山4
広島5
香川1
愛媛2
福岡2
長崎1
宮崎1
鹿児島1
鹿児島3
沖縄1
沖縄2

（比）北海道
（比）北海道
（比）北海道
（比）東北
（比）東北
（比）東北
（比）東北
（比）北関東
（比）北関東
（比）北関東
（比）北関東
（比）北関東
（比）東京
（比）東京
（比）東京
（比）東京
（比）東京
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）南関東
（比）北陸信越
（比）東海
（比）東海
（比）東海
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）近畿
（比）中国
（比）中国
（比）中国
（比）四国
（比）四国
（比）九州
（比）九州
（比）九州
（比）九州
（比）九州

立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
国民
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
国民
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
国民
立憲
立憲
立憲
維新
立憲
立憲
自民
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
国民
立憲
立憲
立憲
共産
立憲
立憲
立憲
立憲
国民
れ新
立憲
立憲
共産
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
れ新
共産
国民
国民
立憲
共産
れ新
国民
立憲
立憲
立憲
立憲
立憲
共産
れ新
共産
維新
共産
れ新
立憲
立憲
国民
国民
立憲
共産
立憲
国民
立憲
立憲

道下 大樹
松木けんこう
荒井 優
池田 真紀
山岡 達丸
神谷 裕
石川 香織
岡田 華子
小沢 一郎
緑川 貴士
村岡 敏英
岡本 あき子
鎌田 さゆり
柳沢 剛
小熊 慎司
青山 大人
福田 昭夫
小宮山 泰子
森田 俊和
橋本 幹彦
安藤じゅん子
早稲田 ゆき
中谷 一馬
笠 浩史
阿部 知子
菊田 真紀子
黒岩 宇洋
米山 隆一
梅谷 守
篠原 孝
下条 みつ
神津 たけし
海江田 万里
山岸 一生
末松 義規
大河原まさこ
髙松 智之
今井 雅人
田中 健
西川 厚志
藤原 規眞
大西 健介
斎藤アレックス
山井 和則
井坂 信彦
山本 大地
柚木 道義
佐藤 公治
小川 淳也
白石 洋一
稲富 修二
西岡 秀子
渡辺 創
川内 博史
野間 健
赤嶺 政賢
新垣 邦男
川原田 英世
篠田 奈保子
西川 将人
菊池 大二郎
佐原 若子
寺田 学
升田 世喜男
塩川 鉄也
竹内 千春
武正 公一
長谷川 嘉一
三角 創太
有田 芳生
櫛渕 万里
田村 智子
鳩山 紀一郎
円 より子
佐々木ナオミ
志位 和夫
たがや 亮
深作 ヘスス
宮川 伸
山崎 誠
福田 淳太
小山 千帆
松田 功
本村 伸子
大石 あきこ
辰巳 孝太郎
林 佑美
堀川 あきこ
八幡 愛
津村 啓介
平岡 秀夫
福田 玄
石井 智恵
高橋 永
田村 貴昭
堤 かなめ
長友 慎治
屋良 朝博
吉川 元

衆
議
院

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た
め
の
人
員
増
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
（
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
）
6
月
23
日
時
点

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

北海道
青森
岩手
岩手
秋田
宮城
山形
山形
茨城
埼玉
埼玉
新潟
長野
長野
東京
東京
滋賀
京都
広島

徳島・高知
徳島・高知
香川
愛媛
福岡
沖縄
沖縄
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例
比例

立憲
立憲
立憲
立憲
無
立憲
国民
国民
無
共産
国民
立憲
立憲
立憲
共産
共産
維新
共産
立憲
自民
無
自民
無
立憲
沖縄
沖縄
共産
共産
れ新
立憲
共産
れ新
共産
共産
れ新
共産
立憲
れ新
共産

徳永 エリ
田名部 匡代
木戸口 英司
横沢 高徳
寺田 静

石垣 のりこ
芳賀 道也
舟山 康江
堂込 麻紀子
伊藤 岳
上田 清司
打越 さく良
杉尾 秀哉
羽田 次郎
吉良 よし子
山添 拓

嘉田 由紀子
倉林 明子
宮口 治子
中西 祐介
広田 一
三宅 伸吾
ながえ 孝子
野田 国義
伊波 洋一
高良 鉄美
井上 哲士
岩渕 友

大島 九州男
大椿 ゆうこ
紙 智子
木村 英子
小池 晃

大門 実紀史
天畠 大輔
仁比 聡平
福島 みずほ
舩後 靖彦
山下 芳生

参
議
院

署
名
の
紹
介
・
賛
同
議
員
は
１
３
８
名
に

全
医
労
大
運
動
署
名

衆
参
両
院
で
請
願
採
択

大幅増員・夜勤改善署名 最終集約数

第２１７回国会（厚労委員会）では審査未了

111111111111111111111111111111199999999999999999999999999999993333333333333333333333333333333,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,777777777777777777777777777777700000000000000000000000000000001111111111111111111111111111111筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆111111111111111111111111111111199999999999999999999999999999993333333333333333333333333333333,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,777777777777777777777777777777700000000000000000000000000000001111111111111111111111111111111筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆
地
域
医
療
守
る
為
の
財
政
措
置
を
要
請

責任を持った治療食届けたい責任を持った治療食届けたい

自
治
体
病
院
部
会
総
務
省
要
請

病院給食対策委員会 厚労省要請病院給食対策委員会 厚労省要請

厚
労
省
要
請
の
様
子

総
務
省
に
要
請
書
を
手
渡
す
岡
田
部
会
長（
左
）
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全国医師ユニオンと日本医労連は６月２４日、厚労省要請を行い、
その後記者会見を実施しました。

全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
と
日
本
医

労
連
は
、
医
師
の
働
き
方
に
つ
い

て
、
働
き
方
改
革
施
行
前
か
ら
、

宿
日
直
許
可
の
乱
発
や
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
の
問
題
な
ど
多
く
の

課
題
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
労
働
時
間
の
上
限
規
制
の
問
題

で
は
、
「
8
割
以
上
の
医
師
が
長

時
間
労
働
は
医
療
過
誤
の
原
因
に

関
係
し
て
い
る
」
と
い
う
結
果
が

勤
務
医
労
働
実
態
調
査
2
0
2
2

か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。厚

労
省
要
請
で
は
、
医
療
の
安

全
性
に
関
す
る
労
働
規
制
が
な
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、

医
師
不
足
解
消
と
医
師
へ
の
例
外

的
な
長
時
間
労
働
の
解
消
の
問
題

に
触
れ
、
国
際
的
に
み
て
日
本
の

医
師
数
は
少
な
く
、
そ
の
結
果
と

し
て
医
師
に
対
し
て
加
重
労
働
を

強
い
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
特

に
宿
日
直
に
つ
い
て
は
、「
二
次
、

三
次
救
急
は
命
に
関
わ
る
患
者
が

運
ば
れ
て
く
る
。
大
変
な
緊
張
と

高
度
な
技
術
が
必
要
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
宿
日
直
許
可
を
出
し

て
い
る
こ
と
自
体
問
題
」
「
宿
日

直
を
イ
ン
タ
ー
バ
ル
に
使
っ
て
も

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
で
は
労
働
か
ら
の
解
放
に
な
ら

な
い
」
な
ど
指
摘
を
行
い
、
最
高

裁
判
決
（
大
星
ビ
ル
管
理
事
件
）

に
基
づ
い
た
改
正
を
求
め
ま
し

た
。記

者
会
見
で
は
、
医
師
ユ
ニ
オ

ン
の
植
山
直
人
代
表
が
、
最
高
裁

の
司
法
判
断
を
無
視
し
て
い
る
宿

日
直
の
見
直
し
を
訴
え
、
自
己
研

鑽
の
問
題
や
欧
米
と
比
べ
3
割
も

少
な
い
医
師
不
足
に
よ
っ
て
過
重

労
働
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
の
森
田
進
中
央
副

執
行
委
員
長
は
、
「
労
働
組
合
や

関
係
者
の
運
動
に
よ
り
2
0
0
0

年
代
後
半
に
医
学
部
の
上
限
枠
を

若
干
増
や
し
た
が
、
再
び
抑
制
さ

れ
て
い
る
。
医
療
現
場
と
し
て
は

懸
念
を
抱
い
て
い
る
」
と
訴
え
ま

し
た
。

国
は
2
0
1
3
年
か
ら
2

0
1
5
年
に
か
け
て
3
度
に

わ
た
り
、
生
活
保
護
の
う
ち

生
活
費
に
あ
た
る
「
生
活
扶

助
費
」
の
基
準
額
を
平
均
6

・
5
％
最
大
10
％
（
削
減
総

額
6
7
0
億
円
）
引
き
下
げ

ま
し
た
。
大
幅
削
減
の
背
景

に
は
、
2
0
1
2
年
12
月
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
時
に
自

民
党
が
「
生
活
保
護
給
付
水

準
10
％
引
き
下
げ
」
を
公
約

に
掲
げ
、
実
行
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
削
減
に
よ

り
多
く
の
生
活
保
護
利
用
者

が
影
響
を
受
け
、
食
事
や
風

呂
の
回
数
を
減
ら
す
、
親
戚

・
友
人
と
の
付
き
合
い
を
減

ら
す
な
ど
、
厳
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
全
国
各
地
で
1
0
0
0

人
を
超
え
る
生
活
保
護
利
用

者
が
原
告
と
な
り
、
国
に
対

し
生
活
保
護
減
額
決
定
の
取

り
消
し
や
慰
謝
料
の
支
払
い

を
求
め
て
提
訴
し
ま
し
た
。

争
点
で
あ
っ
た
「
デ
フ
レ

調
整
」
に
つ
い
て
は
、
全
裁

判
官
が
一
致
し
て
違
法
だ
と

判
断
。
そ
の
理
由
は
、
物
価

変
動
率
の
み
を
直
接
の
指
標

と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
専

門
的
知
見
と
の
整
合
性
が
な

い
為
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
デ
フ
レ
調
整
」
に
は
、
厚

労
大
臣
の
裁
量
権
の
逸
脱
・

濫
用
が
あ
っ
た
と
し
ま
し

た
。一

方
「
ゆ
が
み
調
整
」
に

つ
い
て
は
、
多
数
が
適
法
と

認
め
ま
し
た
。
判
決
で
は
損

害
賠
償
請
求
は
棄
却
さ
れ
ま

し
た
が
、
裁
判
長
は
反
対
意

見
で
「
精
神
的
損
害
を
慰
謝

す
る
」
必
要
性
を
指
摘
し
ま

し
た
。

引
き
下
げ
か
ら
10
年
以
上

続
く
裁
判
の
間
に
最
大
1
0

2
7
人
だ
っ
た
原
告
の
う

ち
、
2
3
2
人
が
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
原
告
団

・
弁
護
団
ら
は
、
「
最
高
裁

判
決
を
高
く
評
価
し
、
判
決

を
踏
ま
え
た
早
期
全
面
解
決

を
求
め
る
声
明
」
を
発
出
。

ま
た
、
厚
労
大
臣
に
あ
て
て

被
害
の
回
復
と
再
発
防
止
を

求
め
る
要
請
書
（
下
）
を
提

出
し
て
お
り
、
い
の
ち
の
と

り
で
裁
判
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
引
き
続
き
の
支
援
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
基
準
の
大
幅
な
引
き
下
げ
は
憲
法
２５
条
や
生
活

保
護
法
８
条
等
に
反
す
る
と
し
て
提
訴
し
て
い
た
「
い
の
ち

の
と
り
で
裁
判
」
は
、
６
月
２７
日
の
最
高
裁
判
決
で
原
告
の

勝
訴
が
確
定
。
保
護
基
準
引
き
下
げ
を
「
違
法
」
と
す
る
初

の
統
一
判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
1
日
、
新
宿
駅
前
で
全
労

連
、
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
、
全

労
協
ら
に
よ
る
「
最
低
賃
金
上
げ

ろ
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ

れ
、
1
5
0
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。
発
言
で
は
「
普
通
に
働
い

て
も
、
普
通
に
暮
ら
せ
な
い
人
が

溢
れ
て
い
る
」
「
子
供
が
出
来
た

ら
、
仕
事
を
辞
め
る
の
は
女
性
」

な
ど
9
人
の
方
々
よ
り
切
実
な
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。
同
日
発
表
し

た
共
同
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
「
私
た

ち
は
、
あ
ら
た
め
て
『
最
低
賃
金

時
給
1
5
0
0
円
以
上
』
『
全
国

一
律
の
最
低
賃
金
』
を
め
ざ
し
、

労
働
運
動
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
の
違
い
を
超
え
て
声
を
上
げ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

組
合
役
員
の
役
割
と
は

講
義
は
、
「
組
合
役
員
ご
と
の

役
割
を
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
民
医

連
・
生
協
部
会
部
会
長
の
細
見
学

さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
労
働
組
合
の
役
割

か
ら
役
員
の
在
り
方
を
学
ぶ
と
し

て
、労
働
組
合
の
活
動
の
基
本
は
、

「
み
ん
な
で
討
論
、
み
ん
な
で
決

定
、
み
ん
な
で
実
践
」
で
あ
り
、

「
執
行
委
員
会
」
は
大
会
決
定
に

基
づ
い
て
組
合
活
動
を
執
行
す
る

役
割
を
持
つ
と
説
明
。
ま
た
、
労

働
組
合
法
第
2
条
を
と
り
あ
げ
、

「
労
働
組
合
は
自
主
的
な
組
織
で

あ
る
」
と
し
て
、
日
常
活
動
に
お

い
て
は
規
約
を
守
り
、
組
合
民
主

主
義
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。

な
か
ま
を
組
織
す
る

次
に
、
「
活
動
家
と
し
て
活
動

す
る
あ
な
た
に
―
明
日
へ
の
ノ
ー

ト
よ
り
―
」
（
高
田
求

著
）
を

用
い
て
、
記
述
を
紹
介
し
な
が
ら

活
動
家
の
心
構
え
を
説
明
し
ま
し

た
。ま

ず
、
活
動
家
が
活
動
家
た
る

大
切
な
要
素
と
し
て
物
事
を
前
進

さ
せ
る
力
の
源
泉
は
、
「
な
か
ま

を
組
織
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

こ
と
」
と
の
記
述
を
紹
介
。
次
に

「
困
難
に
頭
を
か
か
え
こ
ん
で
い

る
と
き
は
、
活
動
家
と
し
て
基
本

的
な
立
場
を
忘
れ
、
自
分
の
力
だ

け
で
物
事
を
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
き
だ
」
と
の
記
述
を
と
り

あ
げ
、
組
合
役
員
・
活
動
家
と
し

て
多
く
の
仲
間
に
声
を
か
け
て
組

織
し
、
共
に
活
動
し
て
い
く
重
要

性
を
述
べ
ま
し
た
。

学
習
を
心
が
け
る

講
義
の
ま
と
め
で
は
、
組
合
執

行
委
員
と
し
て
大
切
に
し
て
も
ら

い
た
い
こ
と
と
し
て
、
情
勢
学
習

や
社
会
の
見
方
・
も
の
の
考
え
方

の
学
習
や
研
鑽
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
。
常
に

学
習
を
心
が
け
、
組
合
役
員
と
し

て
多
く
の
組
合
員
と
と
も
に
運
動

を
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

講
演
後
は
、
1
時
間
程
度
の
分

散
会
を
開
催
し
、
率
直
な
意
見
や

個
々
の
悩
み
な
ど
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
参
加
者
同
士
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
多
忙
な
役

員
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
あ
っ
た
が
、
幅
広
く
呼
び
掛
け

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

民
医
連
・
生
協
部
会
は
、
役
員
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、「
連
続
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。
２４
年
度
は
５
月
１９
日
に
３
回
目
を
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
し
、
２２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【最高裁判決後に厚労大臣に提出した要請内容】
第１ 被害の回復
１ すべての生活保護利用者に対する真摯な謝罪
２ ２０１３年改定前基準との差額保護費の遡及支給
３ 生活扶助基準と連動する諸制度への影響調査と被害回

復
第２ 再発防止
１ 検証員会の設置による２０１３年改定に至る事実経過と原

因の調査・解明
２ 生活保護基準改定方法の適正化
ア 生活保護法８条２項所定の事項の遵守
イ 基準部会の検証を経ることをルール化
ウ 基準部会委員に当事者・弁護士・支援者を入れる
エ 違法な基準改定を裁判で擁護した基準部会委員を再

任しない
オ 新たな検証手法による生活扶助基準の大幅引上げ
カ 夏季加算の創設など生活実態に合った保護費の支給

３ 権利性の明確な「生活保障法」の制定

学学学
びびび
・・・
組組組
織織織
ししし

ととと
ももも
ににに
前前前
進進進
↑↑↑

宿
日
直
許
可
乱
発
で
医
師
限
界

宿
日
直
許
可
乱
発
で
医
師
限
界

全国一律最低賃金１５００円！全国一律最低賃金１５００円！
参院選で
声を届けよう

命
を
支
え
る
現
場
が
崩
壊
寸
前

シールアンケートの様子

最高裁前は支援者・報道陣でいっぱいに

保護費引き下げの違法性認める
原告勝利
いのちのとりで裁判
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●開催日時
9月17日（水）14：00～16：30（予定）

●参加対象
日本医労連に加盟する全ての組合員

●集会内容
学習①「夜間に働くこと」（仮）

講師：東京法律事務所
弁護士 笹山 尚人 氏

学習②「夜勤の有害性」（仮）
講師：労働安全衛生総合研究所

主任研究員 松元 俊 氏
意思統一

「なぜアクション（行動）するのか」
●参加登録
本集会は事前登録により参加集約を行います。

9月14日（日）までに参加登録（https://x.gd/Vd
Rbh）をお願いします。こちらのＱＲ
からもご登録いただけます。
※詳細は発第211号をご参照ください。

学
習
会
は
、「
腰
は
体
の
要
！
〜
腰

痛
を
知
っ
て
・
備
え
て
・
上
手
に
つ

き
あ
う
方
法
教
え
ま
す
」
を
テ
ー
マ

に
、
花
澤
直
樹
中
央
副
執
行
委
員
長

（
理
学
療
法
士
）が
講
演
し
ま
し
た
。

職
場
で
最
も
多
い
身
体
的
不
調
の

ひ
と
つ
が
「
腰
痛
」
で
す
。
原
因
に

は
、
筋
肉
や
神
経
の
障
害
、
内
臓
疾

患
、
そ
し
て
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
中
で
も
多
く

を
占
め
る
「
非
特
異
的
腰
痛
」
は
、

は
っ
き
り
し
た
原
因
が
分
か
ら
ず
、

慢
性
化
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
も
、
腰

痛
は
多
く
が
自
然
に
回
復
す
る
が
、

一
度
慢
性
化
す
る
と
有
効
な
治
療
法

が
限
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
職
場
の
人
間
関
係
や
ス
ト

レ
ス
も
腰
痛
を
悪
化
さ
せ
る
大
き
な

要
因
で
す
。

花
澤
さ
ん
は
、
「
支
え
合
う
関
係

（
同
の
倫
理
）
」
と
「
お
互
い
を
尊

重
す
る
関
係

（
異
の
倫

理
）
」
の
バ

ラ
ン
ス
を
と

り
、
心
身
の

両
面
か
ら
腰

痛
予
防
に
取

り
組
む
こ
と

が
大
切
と
述

べ
、
日
常
的

な
運
動
や
、

ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
か
け

合
う
関
係

性
、
そ
し
て

働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ

く
り
が
、
腰

痛
予
防
の
カ
ギ
と
な
る
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
「
た
っ
た
の
3
秒
反

ら
す
だ
け
！
基
本
の
こ
れ
だ
け
体

操
」
（
腰
痛
予
防
の
体
操
）
の
実
践

も
行
い
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
対
策
委
員
会
は
、
６
月
１０
日
に
腰

痛
学
習
会
を
開
催
。
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
で
は
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
実
現
す
る
た
め
、
労
働
者
の
健
康
と
生

活
を
保
護
す
る
こ
と
を
運
動
の
柱
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
夜
間
勤
務
に
関
し
て
は
、

心
身
に
与
え
る
有
害
性
や
安
全
面
で
の
リ
ス
ク

が
科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
お
り
、
患
者
・
利

用
者
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
医
療

・
介
護
の
実
現
と
、
労
働
者
が
健
康
に
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
根
本
的
な
問
題
で

あ
る
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
大
幅
な
人

員
増
を
求
め
る
運
動
の
強
化
も
一
体
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
提
起
す
る
署
名
の
請
願
採
択
を
前
進

さ
せ
る
こ
と
、医
療
・
介
護
現
場
の
当
事
者
が
自

分
の
事
と
し
て
運
動
に
意
欲
的
に
参
加
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
め
ざ
し
て
、「
夜
勤
規
制
と
大
幅

増
員
を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
意
思
統

一
集
会
を
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

す
べ
て
の
加
盟
組
織
、
単
組
、
支
部
か
ら
の

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参加者とつくる75の分科会
「対話と学びあい」で実践交流する3日間

「運動は頑張っているが仲間が増えない」「要求実現が実感できない」
「活動に参加してもらえない」など、日常の組合活動や組織作りの「モ
ヤモヤ」を何とかしたい。そんな悩みや思いを交流する〝当事者参加型集
会〞です。変化を起こしている仲間の成功事例に学び、あなたの職場を変
えるヒントや勇気が湧いてくる集会をみんなの力でつくりましょう。参
加対象者は、単組など、現場で奮闘している組合員・役員や組合活動をこ
れから頑張ろうとしている人。趣旨賛同者ならどなたでも参加可能です。
●参加申込締切：9月30日（火）
●分科会企画申込締切：7月31日（木）
●参加費：15，000円
●夕食交流会：10月12日（日）会費5，000円／事前申込制

医
労
連
共
済
の
大
き
な

魅
力
に
「
休
業
給
付
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
休
業

給
付
」
は
、
①
医
療
機
関

を
受
診
し
て
、
②
医
師
か

ら
安
静
療
養
の
指
示
が
出

て
、
③
そ
の
安
静
療
養
期

間
に
連
続
5
日
以
上
職
場

を
休
業
し
た
場
合
に
、
1

日
目
か
ら
「
休
業
給
付
」

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

1
共
済
期
間
（
7
月
か

ら
翌
年
6
月
）
は
1
0
0

日
を
限
度
と
し
て
い
ま

す
。
病
気
・
ケ
ガ
で
休
ま

ざ
る
を
得
な
い
方
に
と
っ

て
、
暮
ら
し
を
支
え
る
魅

力
あ
る
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
受
診
を

休
業
給
付
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
安
静
療
養

を
指
示
さ
れ
た
期
間
と
、

職
場
を
休
業
し
た
期
間
の

重
な
っ
て
い
る
期
間
が
連

続
5
日
以
上
で
あ
る
場
合

に
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
発
症
日
か
ら
数

日
経
過
し
て
受
診
し
た
場

合
、
連
続
5
日
以
上
と
な

ら
ず
に
給
付
対
象
外
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

休
業
給
付
の
場
合
、
給

付
金
請
求
期
間
が
7
日
以

内
の
場
合
は
、
①
外
来
受

診
の
領
収
書
、
②
治
療
状

況
申
告
書
兼
同
意
書
、
③

休
業
証
明
書
を
、
個
人
・

火
災
共
済
金
請
求
書
に
添

付
し
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

参加申込

※スケジュール他、詳細は発第195号も
しくは全労連ホームページをご参照く
ださい。 分科会申込

介
護
保
険
制
度
改
悪
を

許
さ
な
い

介
護
保
険
は
25
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
介
護
保
険

制
度
は
原
則
と
し
て
3
年
を

1
期
に
事
業
計
画
が
た
て
ら

れ
て
お
り
、
次
期
に
あ
た
る

第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画

は
2
0
2
7
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
。
制
度
改

正
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は

2
0
2
5
年
度
の
冬
頃
ま
で

に
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
そ

の
後
、
所
要
の
制
度
改
正
を

行
い
2
0
2
7
年
度
の
第
10

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
開

始
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
5
月
に
財
務
省
の
財

政
制
度
等
審
議
会
（
以
下
、

財
政
審
）
は
、
政
府
が
策
定

す
る
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
」
（
骨
太
の

方
針
）
を
前
に
建
議
を
ま
と

め
ま
し
た
。建
議
の
内
容
は
、

制
度
改
定
の
議
論
に
多
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
中

で
、
介
護
分
野
に
つ
い
て
み

る
と
、
「
利
用
料
2
割
負
担

の
対
象
拡
大
」
（
現
行
・
約

92
％
が
1
割
負
担
）
、
「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
利
用
者

負
担
の
導
入
」
（
現
行
・
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
は
負
担
な
し

＝
無
料
）
、
「
軽
度
者
に
対

す
る
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等

の
地
域
支
援
事
業
へ
の
更
な

る
移
行
」
（
現
行
・
介
護
保

険
制
度
で
、
日
本
全
国
ど
こ

で
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
が
地
域
に
よ
っ
て

差
が
生
じ
る
）
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も

前
回
改
定
議
論
の
時
に
先
送

り
に
な
っ
た
改
定
（
案
）
で

す
。前

回
改
定
時
は
、
こ
の
改

定
（
案
）
が
介
護
崩
壊
を
推

し
進
め
る
内
容
で
あ
る
と
の

こ
と
か
ら
、
制
度
改
悪
反
対

の
運
動
が
大
き
く
広
が
り
世

論
の
注
目
を
集
め
、
意
見
の

と
り
ま
と
め
が
複
数
回
見
送

ら
れ
た
後
に
、
改
悪
（
案
）

は
先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
再
度
、
財
政
審
は
、

こ
の
改
悪
に
つ
な
が
る
論
点

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
に
加
え
、
新
た
に
「
特

養
等
に
お
け
る
人
員
配
置
基

準
の
更
な
る
柔
軟
化
に
取
り

組
む
べ
き
」
と
し
た
人
員
削

減
の
議
論
も
ま
と
め
て
い
ま

す
。こ

の
背
景
に
は
、
前
回
改

定
時
に
特
定
施
設
（
介
護
付

き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
）
に

お
け
る
人
員
配
置
基
準
の
緩

和
（
一
定
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
須
）
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
や
、
前
回
改
定
を
前
に

厚
労
省
と
財
務
省
の
閣
僚
折

衝
で
「
エ
ビ
デ
ン
ス
が
得
ら

れ
れ
ば
期
中
で
も
見
直
し
の

検
討
を
行
う
」
な
ど
と
し
た

議
論
が
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

※
特
定
施
設
の
人
員
配
置
基

準
緩
和
に
つ
い
て
は
十
分
な

実
証
が
さ
れ
ず
、
議
論
も
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

ま
ま
に
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

私
た
ち
の
意
思
を
示
そ
う

私
た
ち
、
介
護
従
事
者
が

望
む
介
護
保
険
制
度
の
改
定

は
、
「
介
護
す
る
人
・
受
け

る
人
が
と
も
に
大
切
に
さ
れ

る
介
護
保
険
制
度
」
で
す
。

し
か
し
、
現
在
の
改
定
議
論

は
、
サ
ー
ビ
ス
抑
制
や
人
手

を
減
ら
す
な
ど
、
私
た
ち
が

望
む
介
護
制
度
と
は
真
逆
の

議
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
様
な
状
況
は
既
に
崩
壊
が

始
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
介
護
制
度

を
、
一
気
に
崩
壊
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
議
論
を
進

め
て
い
る
の
は
、
社
会
保
障

削
減
を
す
す
め
る
政
治
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
私
た
ち
の
介
護

改
善
の
運
動
は
、
制
度
改
悪

を
許
さ
ず
、
期
中
で
あ
り
な

が
ら
も
国
費
に
よ
る
処
遇
改

善
策
（
後
に
介
護
報
酬
に
組

込
み
）
を
実
現
さ
せ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
運
動
の
到
達
に
は
、

私
た
ち
介
護
に
従
事
す
る
も

の
の
意
思
表
示
と
し
て
、
介

護
署
名
の
積
み
上
げ
が
あ
り

ま
し
た
。
7
月
か
ら
新
た
な

介
護
署
名
が
提
起
さ
れ
ま

す
。
そ
の
署
名
を
積
み
上
げ

る
こ
と
が
制
度
改
悪
を
止

め
、
制
度
改
善
に
舵
を
き
ら

せ
る
う
え
で
非
常
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
7
月
20

日
に
は
、
参
議
院
の
改
選
選

挙
が
あ
り
ま
す
。い
ま
ま
で
、

介
護
制
度
の
改
悪
議
論
を
推

し
進
め
て
き
た
政
治
に
Ｎ
Ｏ

！
を
突
き
付
け
、
私
た
ち
が

望
む
制
度
に
抜
本
的
に
転
換

す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
次
期

改
定
を
待
た
ず
に
、
緊
急
で

制
度
・
報
酬
改
定
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
も
、
投
票
に
行

っ
て
私
た
ち
の
気
持
ち
を
政

治
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

寺
田
雄

息を吐きながら、上体をゆっくり反らします。
この姿勢を３秒間キープしたら、ゆっくり元に
戻します

両手をお尻に当て、指
は「下向き」にそろえ
ます

足は肩幅よりやや広めに
開き、ひざを伸ばし、リ
ラックスしてたちます

フーを息を吐きながら

あごを引くこと

骨盤を手で押し込むイメージで

「痛気持ちいい」と感
じるところまで、しっ
かり反らす

ひざをできるだけ
伸ばして

×腰に手を当てるのはＮＧ！

★お尻から太もも、あ
るいはふくらはぎにか
けて痛みやしびれを感
じた場合は中止してく
ださい

●回数を重ねるごとに骨盤への押し
込みを強め、反らす角度を少しずつ
大きくしていくとより効果的です

「
夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員
を

め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

意
志
統
一
集
会
の
お
知
ら
せ

「
夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員
を

め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

意
志
統
一
集
会
の
お
知
ら
せ

▶日時：１０／１１（土）１３：００～１０／１３（月）１１：３０
▶会場：ビジョンセンター東京京橋、他
▶日時：１０／１１（土）１３：００～１０／１３（月）１１：３０
▶会場：ビジョンセンター東京京橋、他

全労連・労働運動交流集会「レバカレ２０２５」全労連・労働運動交流集会「レバカレ２０２５」

�現場をよくしたい�私たちの意思を示そう！

申込受付中申込受付中

休業給付が大きな魅力

腰痛予防は心と体と
職場の関係づくりから

基本のこれだけ体操
たったの３秒反らすだけ！たったの３秒反らすだけ！

～腰を反らす体操～

▼実践した腰痛予防の体操

治療の場合
３秒キープ×１０回
予防の場合

３秒キープ×１～２回

学
習
会


